
「コミュニケーション技術」学習指導案

千葉県立松戸向陽高等学校

授業者：

１．日時・場所

平成２６年１月１７日（金）第４限 ２年７組教室

２．対象クラス

福祉教養科２年７組 １８名

３．生徒観

４．教材観

福祉に携わる者として、高齢者・障害者への理解と、そのためのコミュニケーション方法を学ぶことは必須

であると考える。特に、利用者の生活支援に関わる介護福祉士にとって、コミュニケーションは利用者との信

頼関係を築いていくことや、質の高い支援を行っていく上での土台であるといえる。

障害のある利用者とコミュニケ―ションをとる際は、その利用者の状態や状況を理解した上で、それぞれの

利用者に合ったコミュ二ケーション方法を学習し、身に付けさせていく必要がある。

５．単元名

障害のある利用者とのコミュニケーション

６．単元目標

・障害のある利用者はどのような点で困難を感じるのか、コミュニケーションをとる際はどのようなことに

注意したらよいのかを学び、それぞれの障害について理解する。

・利用者の状態や状況に合わせたコミュニケーション方法を、実践を通して理解する。

７．指導計画

１）障害のある利用者とのコミュニケーションの基本・・・２時間

２）認知症の利用者とのコミュニケーション・・・・・・・３時間

３）視覚障害者とのコミュニケーション・・・・・・・・・４時間

４）聴覚障害者とのコミュニケ―ション・・・・・・・・・３時間（本時）

５）その他の障害者とのコミュニケーション・・・・・・・３時間

８．本時の計画

（１）授 業 名 「聴覚障害者とのコミュニケーション」

（２）本時の目標 聴覚障害者とコミュニケーショをとる際は、どのような手段が適してい

るかを考え、目で見えるコミュ二ケーションが有効であることを理解する。また、そ

の手段の一つに手話によるコミュニケーションがあることを知る。



授業展開

段階

（配当時間）
学習内容 学習活動 指導上の留意点

導入

（５分）

・挨拶、出欠の確認

・本時の授業の説明

・身だしなみ、授業に臨む態度を整え

挨拶をする。

・本時の授業の内容を理解し、見通し

をもって授業に取り組む。

・身だしなみ、授業に臨む態度

を整えさせてから挨拶をさせる

。

展開

（４０分）

・声なし伝達ゲーム、ジェス

チャーゲーム

・聴覚障害者とのコミュ二ケ

ーション方法

・目で見えるコミュ二ケーシ

ョン

・手話であいさつ、気持ちの

表現

・手話を使って伝達ゲーム

・ゲームを通して音声を使わない環境

を体験する。

・ゲームを通して気づいたこと、感じ

たことをワークシートにまとめる。

・聴覚障害者に伝えたいことを伝える

ためには、どのような手段が適してい

るか考える。

・聴覚障害者とのコミュニケーション

方法を考え、その一つに手話があるこ

と理解する。

・簡単な手話をしながら、手話は手の

動きだけでなく、顔の表情も重要であ

ることを理解する。

・手話は言いたいことが見える会話で

あることを理解する。

・学習した手話を使って、手の動きや

顔の表情に気をつけながら再度ゲー

ムを行う。

・スムーズに移動、ゲーム開始

ができるよう、生徒を誘導する

。

・数名の生徒に意見を発表させ

、内容を共有させる。

・机間をし、学習の状況を確認

する。

・生徒に発問しながら、答えを

考えさせる。

・簡単な手話を紹介し、手話の

もつ役割を理解させる。

・スムーズに移動、ゲーム開始

ができるよう、生徒を誘導する

。

まとめ

（５分）

・本時のまとめ ・手話に限らず、聴覚障害者とのコミ

ュ二ケーション方法には、目で見える

コミュ二ケーションが有効であるこ

とを確認し、ワークシートにまとめる

。

・ワークシートに本時のまとめ

を記入させる。



９．評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・聴覚障害者とのコミュニ

ケーション方法について考

え、必要な知識や技術を身

につけることができたか。

・同じグループのメンバー

と協力し、活動に参加しよ

うとしているか。

・利用者の状態や状況に合わ

せたコミュニケーションの

方法を理解し、その方法を手

話やゲームを通して表現す

ることができたか。

・ゲームを通して感じたこと

や、相手に伝えたいことを伝

えるためにはどのような手

段が適しているかを考え、ワ

ークシートにまとめること

ができたか。

・利用者の状態や状況に応じ

たコミュニケーションの方法

を理解することができたか。



（ ）番 氏名（ ）

２年７組 コミュニケーション技術 No.２１ 担当：

月 日（ ）

第 1 章 介護福祉におけるコミュニケーション

聴覚障害者とのコミュニケーション２

〈ゲームを通して…〉

Ｑ１ 声を使わない場合、どんなことに苦労しましたか？

Ｑ２ 伝わりにくい言葉（内容）はどのようなものでしたか？

Ｑ３ 伝えることに気を付けたことはなんですか？

（または、どんなことに気を付ければよいと思いますか？）

Ｑ４ 声が聞こえない人に、伝えたいことを伝えるためにはどのような手段が適していますか

★

★


